
病床機能の転換等について［新宮保健医療圏構想区域　協議の場］

（備考） （備考）

一般病床（地域一般入院料３）　５９床（１病棟）

直近一年間　病床稼働率　75.7％

療養病床（医療療養病棟入院料２）　１１５床（２病棟）

直近一年間　病床稼働率　80.9％

入院受入の状況（直近一年間）

在宅からの入院　　49％

病院からの転院　　26％

施設からの入院　　25％

□ 有 ■ 無 □ 検討中 □ 指定済み

.-69床

減少する６９床の内１９床を介護医療院に転換、５０床は廃床

 ＜地域密着型協力病院指定申請の予定の有無等＞

 ＜その他＞  ＜その他＞

 ＜転換等の理由＞
当院では、慢性期病棟を中心とした運営をこれまで行ってきました。しかし、医療療養病床の算定
要件を満たす医療区分に係る患者数割合を維持することが厳しくなってきており、入院されている
患者様のうち医療区分１に該当される方は一定数以上入院が困難となってきています。このままで
は地域のニーズに応えることができなくなってしまいます。

これまで地域医療構想会議に参加していく中で、新宮二次圏域の高齢者人口は今をピークに減少
していくという事を何度も耳にしました。串本町はその中でも最も高齢者人口の減少が顕著な地域
になります。こうした現状を踏まえると、必要とされるベッド数も減少する為、今回の転換を考えまし
た。

 ＜病院の状況（病床稼働率など）＞ 　＜その他＞
当法人では病院の他に以下の事業所があり、その連携をより活発なものにしていく事も法人とし
て重要であると考えています。
　　串本町内
　　　　診療所　２カ所（うち１カ所・外来透析実施）
　　　　訪問看護ステーション　１カ所
　　　　訪問介護事業所　１カ所
　　　　居宅介護支援事業所　１カ所
　　すさみ町内
　　　　介護老人保健施設　１カ所（デイケア併設）
　　　　居宅介護支援事業所　１カ所
　　上富田町内
　　　　診療所　１カ所（外来透析実施）

法人内にある介護保険事業をより強化し、在宅・施設部門での受け入れに力を入れ、また近隣の
医療機関・介護事業所との連携もより深め、紀南地区の医療・介護の充実に貢献できるように努
めていきたいと考えます。

 ＜地域医療において担う役割（病院（法人）として）＞
　私ども医療法人健佑会は地域に根差し、信頼される病院づくりに努めてきました。
しかし、前述の通り、このままでは地域のニーズに応えきれなくなってしまいます。そこで、一
般病床と療養病床は必要とされる床数を残しつつ、現在2病棟ある医療療養病棟のうち1病棟の一
部を介護医療院に転換し、医療区分の制限がかかる患者様を受入れていけるようにと考えまし
た。
　そうする事で地域のニーズに応え、より一層地域に貢献をしていけると考えております。

　　現在の病床機能【詳細】 　　転換後における病院のあり方

計 3 － 174 計 2 － 105

1 地域一般入院料３ 45 .-14床

慢性期 2 療養病棟入院料２ 115 慢性期 1 療養病棟入院料２ 60 .-55床

病棟数 入院基本料 又は 特定入院料 病床数 増減

慢性期 1 地域一般入院料３ 59 慢性期

機能区分 病棟数 入院基本料 又は 特定入院料 病床数 機能区分

資料2
医療機関名 串本有田病院

　　現在の病床機能【概要】 ＜令和元年９月現在＞ 　　転換の予定 ＜令和２年１月以降＞


